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殖
民
地
の
財
政
削
方
唯
一
針

く
侠
府
民
』
仁
じ
〈
儲
躍
な
る
税
種
を
潜
伏
線
憐
上
及
ぴ
一
枇
合
上
の
縫
歩
議
議
を
阻
寄
せ
才
る
機

同
一
間
関

注
意
せ
才
る
可
ら
や
，
r

而
し
て
織
に
成
は
一
般
財
政
上
ー
の
原
則
に
一
賂
せ
ば
欲
鮪
少
な
か
ら
汐
ゐ

組
税
と
叫
慨
も
嫡
民
地
仁
於
て
拡
好
個
の
財
源
と
し
て
許
容
せ
ち
れ
つ
、
あ
る
乙
と
前
漉
せ
る

所
の
如
し
但
し
英
協
の
自
治
刑
民
地
の
如
く
非
常
な
る
議
惑
を
建
げ
大
る
唱
の
ぷ
於
〈
は
本

側
の
笈
例
と
一
一
般
原
則
ー
し
を
此
鹿
に
議
期
し
て
議
文
な
を
は
吉
を
待
文
ぎ
る
所
な
る
べ
し
。

、.

、叫4 、
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耕
地
整
理
の
方
針

K
艶

ず

る

疑:

議

(
業
ご

，、一

来し

賀

:勘

:重

軍嘩理主'1

余
は
新
春
勾
々
地
方
に
旅
行
せ
る
の
際
、
滋
然
一
老
践
に
脅
し
て
ぬ
伺
該
地
方
に
於
け
る
耕
地

総
理
設
計
泉
の
大
裂
を
開
く
を
得
允
I

り
。
而
し
て
英
一
市
吐
る
設
計
闘
を
…
倣
闘
す
る
に
、
統
γ
引
に

専
門
技
師
の
計
謹
せ
る
所
と
て
疏
水
懐
紙
其
他
南
端
の
施
設
費
に
児
家
な
る
が
℃
の
な
よ
り
し
名
、

喰
l

一
欧
州
の
断
る
一
奇
人
を
し
て
、
舵
訪
に
培
え
な
ら
し
む
る
替
の
あ
る
を
後
九
せ

bo
他
な
し
、
従

米
該
地
ダ
ド
ド
於
け
る
畑
と
裕
回
と
の
割
合
は
六
に
封
ず
る
凶
の
比
例
な
よ
ツ
し
仁
、
耕
地
盤
迎
安

施
設
じ
於
け
る
〕
陶
者
の
比
例
以
顛
倒
し
て
大
約
締
悶
レ
ω
A
H
畑
一
一
.
一
分
の
割
合
と
然
る
、
可
営
計
議

な
る
乙

Eι
印
も
是
な

60

H5 

一
定
来
我
闘
に
於
け
る
耕
地
盤
迎
の
事
業
は
政
府
蛍
局
者
の
奨
脇
と
誘
導
と
に
依
1
0

て
蹴
攻

後
慾
し
来
る
の
獄
あ
L
Y
O

殊
に
-
最
近
一
一
一
周
年
来
の
治
歩
、
は
麟
る
注
目
す
可
を
が
も
の
4

ゆ
る
が
如

し
と
蹴
母
、
業
事
業
の
愁
歩
に
彼
ひ
各
地
方
に
於
て
く
之
に
封
ず
る
非
難
の
滋
を
問
ぐ

ζι
弘
亦

耕
地
幣
鰹
の
方
針
民
一
濁
ナ
る
}
凝
鱗

J

日
開
五
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耕

地

腕

部

磁

の

方

針

に

獄

ず

る

ご

対

議

‘

同

一

闘

犬

甚
だ
少
な
が
ら
タ
。
此
脱
す
の
非
難
民
針
の
潟
に
計
議
成
ー
か
て
事
業
の
賀
行
来
、
だ
締
仁
就
く
を

得
芳
、
み
の
、
地
方
も
少
な
わ
ち
ゃ
d

る
が
如
し
。
然
れ
ど
其
非
難
一
攻
納
般
の
理
由
を
糾
せ
ば
多
く
は

耕
地
絵
雌
其
物
の
性
質
目
的
を
理
解
せ
れ
片
山
る
頑
迷
的
保
守
の
精
紳
ド
ト
山
山
づ
る
か
、
若
し
く
は
一

-
米
の
私
情
私
利
に
駆
ら
れ
〈
一
般
会
共
の
利
ム
殺
を
隠
は
才
る
仁
出
づ
る
も
の
、
如
く
、
丸
山
叩
に

は
統
成
強
潔
・
事
業
の
成
総
に
服
し
て
其
効
果
の
諮
り
可
を
遣
の
な
ぎ
事
貨
を
指
摘
し
、
多
大
の

費
用
を
投

b
て
期
る
熊
谷
一
の
事
業
を
滋
行
ず
る
の
散
な
る
を
主
押
捺
す
る
者
あ
れ
ど
も
、
此
税
論

.噌. ..  

一、‘ .‘ ・B ・ ・一 ' ・.. . 
'且

. ..， ""¥ .. 

・ ‘e、、 .
守、.

' 

を
損
し
浅
は
疎
怨
の
侠
殺
を
致
す
能
は
ぎ
I

り
し
に
出
づ
る
か
、
然
ら
-VJ
ん
ば
殺
到
前

浅
は
地
球

と
投
盟
後

者
の
指
摘
せ
る
率
、
震
を
州
側
れ
ば
多
く
は
事
業
滋
行
の
技
術
に
快
紡
あ
ι
ワ
し
が
潟
め

と
に
於
け
る
各
土
地
所
有
機
者
並
に
抵
営
機
者
の
機
利
に
闘
す
み
絵
女
文
は
規
約
の
規
定
明

仰
れ
に
し
て
倍
、
耕
地
救
到
の
根
本

磁
を
快
を
幾
多
の
紛
議
綴
出
せ
る
の
結
果
に
外
な
ち
ヂ
。

主
義
其
物
の
快
鮪
に
封
ず
る
非
難
攻
繋
仁
非
ポ
ノ
し
て
長
(
技
術
上
の
銚
鮪
沼
ん
は
法
待
の
不
備
じ

6 

基
図
せ
る
弊
慢
に
封
ず
る
攻
娘
、
P
、
然
ち
安
ん
ば
頑
迷
顧
慮
す
る
じ
足
ち
含
る
徳
識
の
ぢ
の
み
。

私
利
私
情
に
籾
ち
れ
て
抗
公
共
の
利
誌
を
妨
害
す
る
が
如
点
在
頑
迷
者
流
に
針
し
て
は
須
ら
く
多

数
の
強
制
仁
依
t

り
て
之
を
制
叙
す
可
く
、
整
理
の
粉
紳
を
誤
解
せ
る
者
広
務
し
で
は
常
局
官
攻

は
勿
論
地
方
の
織
者
先
附
覧
者
亦
勉
め
て
之
を
持
議
誘
滋
し
て
以
て
誠
解
?
抑
制
琳
く
可
〈
、
技
術
上

の
紋
織
は
投
理
事
業
の
進
歩
に
従
ひ
技
師
の
従
来
の
滋
談
v
L

鍛
み
る
乙
と

wm
く
加
は
る
と
共

に
復
セ
之
を
H

応
圧
す
る
に
難
か
ら
な
る
可
く
、
絵
究
の
不
備
母
亦
逝
去
の
経
験
に
燃
し
て
漸
次

果
し
て
然
ウ
と
せ
ば
我
政
府
が
悶
難
な
る
閥
家
歳
計
中
よ
ち
年
々
一
台
一

之
を
締
ふ
を
得
可
し
。

十
前
内
乃
窓
官
高
の
五
授
を
支
出
し
、
熱
必
以
て
之
を
環
瀬
し
っ
し
、
あ
る
耕
地
投
迎
事
裁
は
其
校

本
主
義
に
於
て
敢
て
非
難
す
可
色
紗
も
の
な
く
、
動
向
今
じ
於
け
る
業
非
難
は

J

や
お
v
ん
川
Jv

、
ノ
ト
じ
'
品
時
伊
村
山

』

H
H吋

r
u
n
A
V
A斗
叫
f

必
泊
中
円
い
弘

r

E

J

ま
l

り
、
異
議
，
の
奥
日
取
献
の
臨
時

tc
幾
安
る
の
時
は
期
し
て
待
も
得
可
ぎ
の
観
な
を
h
L

非・下。

ふ
に
常
局
者
が
熱
必
に
地
方
農
民
の
特
務
仁
努
め
、
時
一
に
山
庶
民
の
怨
峻
の
牒
を
宵
し
て
迄
竜
之 A

いい
h

山
口

が
俊
行
に
鐙
カ
ず
る
奨
粉
紳
、
は
縦
十
一
覧
亦
斯
る
期
認
に
在
f

り
て
存
ず
る
な
る
可
し
り

社
川
・
出
品
訟

h
m市

ふ
S
m
叫
ふ
u
j
f

ォ
M
J
I
-
-
Y
4

の
根
本
精
紳
に
以
m
e
り
て
は
寄
人
亦
大
憾
に
於
て
之
を
是
認
せ
立
る
い
ド
非
歩
、
我
一
世
局
者
の
官
必

電
飾
従
て
之
を
献
と
せ
か
』
る
に
非
?
と
鍛
号
、
然
れ
ど
が
も
、
脱
北
側
一
事
業
の
…
方
針
と
し
て
給
聞
の

滑
却
を
英
一
大
眼
目
と
せ
る
の
税
占
め
る
一
容
に
演
し
，
り
て
は
奇
人
は
貨
に
多
少
の
疑
念
な
き
を

待
合
る
な
ん

J
O
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食間噌

観震調旬，

耕
地
整
理
の
方
針
b

札
制
到
す
る
}
錠
磁

日
問
七

、.・
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耕
地
強
溺
の
方
針
に
損
ず
る
に
焼
議

熱
々
、
我
一
関
現
今
の
耕
地
捻
湿
な
ふ
唱
の
を
按
ポ
ノ
る
に
、
薬
事
業
は
純
然
、
官
る
耕
地
投
迎
、
詳
言

す
れ
ば
耕
闘
の
形
状
を
幾
一
見
増
大
し
て
耕
訟
に
便
利
な
る
形
択
に
改
む
る
…
所
制
削
除
郎
改
良
の

判
削
船
i

吹
町
を
も
併
せ
行
ふ
の
事
業
に
し
て
、
中
に
も
排
水
と

日
間
八

み
を
主
眼
と
せ
る
も
の
に
非
常
ノ
。

泌
織
の
工
事
は
殊
に
重
を
一
を
龍
く
の
事
業
、
一
小
川
な
却
て
英
眼
目
と
す
る
事
業
な
る
の
制
側
、
め
よ
リ
。

耕
地
の
整
理
に
随
作
し
て
土
地
改
良
の
事
業
を
策
行
ず
る
は
農
業
改
良
上
手
一
俊
と
す
る
所
に

し
て
叉
最
も
経
病
的
の
純
説
、
松
る
を
失
は
や

'''O

農
業
促
進
の
斜
に
五
日
人
の
最
も
倣
迎
ず
る
所

な
る
号
、
我
邦
各
地
に
於
る
統
成
の
耕
地
絵
理
事
業
鵡
じ
幾
多
未
成
の
絵
理
討
議
な
る
ρ
も
の
を

-ー、、.
." 目‘、・

匂

' ・"・ぜ. 匂) .、
.， 1 ‘ 

. 守

"・、J ‘，， 

見
れ
ば
、
排
水
徹
減
の
工
事
の
遂
行
と
共
ぶ
従
来
の
畑
地
を
鑓

b
て
水
田
叉
JW
救
国
と
潟
す
所

甚
だ
少
な
か
ら
や
・
。

従
て
裕
凶
の
治
加
は
耕
地
終
畑
一
事
業
の

…
大
眼
目
セ
る
の
欣
あ

ho
官f

V

や
お
統
あ
る
の
み
な
ら
ん
P
J

、
終
刈
州
事
業
の

Mm
に
脅
れ
る
技
術
家
放
に
談
事
業
加
盟
地
主
の
鴬
凡

を
問
へ
ば
多
く
は
此
総
出
増
加
を
以
て
其
主
制
限
と
潟
し
、
産
米
域
加
を
以
て
整
盟
事
業
の

大

.‘i 

利
穏
と
断
ム
一
目
す
る
あ
る
を
は
/
る
。

目
鴻
れ
詩
人
が
我
闘
の
耕
地
盤
却
を
目
し
て
総
凶
の
増
加
を

其
一
方
針
lι

せ
る
の
税
ゐ
九
/
、
と
翁
ず
所
以
、
補
し
て
叉
奇
人
の
疑
鮎
の
存
ず
る
所
捻
る
な
ん

'
O

由
来
、
我
磁
の
総
務
政
策
は
動
一
l

遺
す
れ
ば
輸
出
の
滑
進
、
輸
入
の
減
少
を
以
て
根
本
主
義
と
せ

::u.， 

る
単
純
な
る
蛍
荷
主
義
の
精
神
仁
文
舵
せ
ら
る
1
B

の
風
あ
』
り
白

此
主
義
の
見
地
よ
A
Y
観
れ
ば

総
同
一
陶
積
増
加
し
ぷ
，
，
ゐ
に
伶
ふ
て
米
穀
産
出
一
織
の
増
加
を
殺
す
は
年
々
ニ
一
一
一
百
潟
、
石
の
外
側
悶
米

を
輸
入
し
つ

h

あ
る
我
闘
の
現
釈
に
淑
t
h
J

て
料
一
大
利
議
と
一
五
ふ
可
〈
、
若
し
耕
地
盤
現
に
依

'O
て
此
M

沖
米
の
鰍
入
を
枇
絡
し
却
て
A

続
々
内
関
米
子
・
輪
出
ず
る
の
地
位
に
諮
り
を
得
る
と
せ

ば
、
認
識
盟
の
効
果
は
貸
仁
偉
大
な
る
閣
議
と
一
流
は
や
れ
司
る
を
得
才
る
可
し
。

然
f

り
と
線
電
是
れ

あ

土
地
は
本
来
・
細
川
限
の
も
の
じ
・
非
歩
、
耕
地
の
耐
穣
に
は
自
ら
際

比
総
凶
の
熔
加
が
畑
地
の
減
少
の
結
巣
仁
し
て
、
産
米
の
増
加
は
邸
も
刺
作
物
の
減
少

貨
に
…
知
見
者
械
の
見
解
の
ぷ
。

を
伴
ふ
M

も
の
な
ι
リ
と
せ
ば
、
得
一
る
所
果
し
て
能
く
失
ふ
所
を
償
ふ
に
足
る
や
否
や
は
戦
卒
に
之

を
蹴
附
言
す
る
を
得
時
C

る
可
し
。

一
個
年
の
総
入
米
を
平
均
一
二
百
高
石
と
せ
ば
、
此
総

入
を
妨
が
え
が
熔
に
要
す
る
縮
問
の
面
積
は
我
閥
水
回
常
今
の
平
均
米
穀
産
自
力
よ

b
観
る

今
俄

b
に

持
拡
約
二
十
前
向
町
歩
に
一
下
ら
診
る
可
し
。
二
十
前
向
町
歩
の
耕
地
は
潜
し
之
を
桑
倒
T

と
せ
ば
現

今
の
相
場
に
て
総
計
一
億
闘
の
輸
出
生
総
の
原
料
を
満
た
し
て
ぬ
問
ほ
俄
あ
る
の
耕
地
な
f
p
o

n
H
N
 

4
0
 

一
一
億
悶
の
総
出
を
減

b
て
総
入
米
三
一
両
高
石
却
も
其
代
償
多
く
と
唱
…
一
一
千
湾
問
を
出
ぜ
か
る

総
入
を
時
間
ぎ
得
る
唱
の
と
せ
ば
縮
問
を
潜
加
し
て
畑
地
を
減
少
す
る
の
利
容
は
復
北
級
者
を

・
耕
地
盤
灘
の
方
針
民
総
ず
る
一
接
税

同
一
四
丸



‘
 

.. 

d

芭、、

4
 

、

ム

.

4.0 

耕
地
強
制
措
の
方
針
p
k

鵠
ず
る
}
燦
織

侠
大
安
し
て
之
を
知
る
可
し
。
間
帯
-C
輪
出
増
加
輸
入
社
窓

t
一
羽
ふ

犠
牲
と
す
る
総
同
地
加
の
方
針
以
緑
町
例
に
営
お
す
る
を
得
安
。
徒
に
輸
入
を
の
み
品
川
惜
し
て

茶
防
御
加
の
然
仁
裂
す
る
犠
牲
を
感
は
な
る
は
短
見
る
亦
甚
だ
し
之
一
五
ふ
可
ぎ
な
・
9
0

〕五
O

…
紡
よ

b
翻
る
も
畑
地
を

阻&喝
島.... 

国寄目g

次
ド
ト
又
我
捌
従
来
の
農
業
政
策
ル
万
三
柳
川
村
ば
其
純
設
方
針
は
…
は
財
政
上
の
利
議
を
目
的
と

し
、
来
…
に
氏
土
地
所
有
者
殊
に
中
流
以
上
の
地
主
の
利
設
を
主
眼
と
す
ゐ
の
傾
あ
ん
)

!必
blt 

の
光
府
民
之
内
如
之
i
L
ほ
潟
政
設
局
点
仰
の
直
接
仁
利
容
を
戚
ボ

J

る
所
、
従
て
各
械
の
政
策
上
に
於
〈

財
政
上
の
利
容
を
顧
慮
す
る
は
人
情
自
然
の
然
ら
し
む
る
所
l

三
五
ふ
可
く
、
来
小
浜
民
及
伐
小

寄‘べ-
句

‘ ・. . ，、
、

作
人
殺
の
知
識
快
乏
し
自
家
の
利
鈍
を
ず
ら
自
強
し
主
張
す
る
の
能
力
な
を
に
反
し
、
中
流
以

上
の
土
地
所
布
者
、
就
中
大
地
主
悲
の

一
般
に
知
識
・
進
歩
し
、
枇
命
村
上
の
地
位
荷
台
よ
1

り
観
れ
ば
、

地
を
幾

b
a
t
税
関
と
矯
す
肱
仰
れ
ぶ
し
て
宅

一
大
利
議
な
る
を
失
は
な
る
な
ム
ノ
。

、事唱聾頭骨闇3官~~一日考書割河田腎寄世間守唄時事田容宮宮鴨

前
者
の
利
設
の
兎
角
潟
政
家
の
潟
仁
等
協
・
減
せ
ら
れ
る
、
に
反
し
て
後
者
の
主
張
の
自
ら
常

者
の

wn
染
に
諮
し
、
英
一
秘
的
顧
慮
す
る
叫

m
t
鋳
る
の
似
ゐ
る
弘
亦
自
然
の
勢
と
訟
は
診
る
可
ら

ヂ。

而
し
て
、
此
財
政
上
の
利
盆
並
ぶ
地
主
識
の
利
害
よ
ー
リ
蹴
れ
ば
我
閣
の
貌
獄
・
に
於
て
政
側

議
し
水
聞
の
n
公
定
地
僚
は
畑
地
の
必
定
地
償
r
h

比
す
れ
ば
一
般
仁
馨
し
く
よ
伎
に
夜

b
〈

滋
例
後
者
の
一
一
一
倍
に
相
蛍
ず
る
を
常
と
す
。

故
に
耕
地
投
斑
に
依
よ
り
て
畑
地
の
総
同
に
畿
一
民

せ
ら
る
・
、
も
の
多
か
戸

rz
加
ふ
れ
ば
、
地
僚
主
麟
態
と
せ
る
地
秘
の
牧
人
以
該
地
臼
幾
換
の
翁
に

約
二
億
ず
る
乙
と
t
B

鋳
る
可
し
。
地
秘
に
し
て
会
平
に
土
地
の
牧
銭
仁
疎
せ
ら
る

h

の
秘
枕

な
t

り
と
せ
ば
、
此
地
租
の
婿
加
は
恰
も
土
地
枚
入
の
二
倍
し
大
る
結
果
と
一
お
ふ
可
く
、
従
一
て
土
地

の
牧
誌
を
二
倍
せ
し

U
る
耕
地
盤
淑
の
此
結
果
が
閥
民
経
務
上
の

…
大
秘
話
一
I
C
H

せ
ら
る
、

dυ

亦
笠
な
ん
，
F

乙
一
五
は
な
る
を
得
?
"

惟
ふ
に
是
れ
農
政
宙
局
者
を
初
め
、
幾
多
の
識
者
論
容
の

米
作
の
増
加
を
以
〈
財
政
上
の
利
盆
と
潟
し
従
て
叉
農
民
の
利
議

tι
銭
す
の
現
出
な
る
可
し
。

総
聞
の
熔
加
は
公
ふ
迄
も
な
く
、
地
組
の
増
枚
、
乞
致
す
も
の
に
し
て
凶
庫
の
財
政
上

而
し
て
此
対
政
上
の
利
益
は
叉
…
方
に
於
て
は
土
地
所
省

…
大
利

謀
、
大
る

E
彼
女
疑
ふ
を
婆
せ
ヂ
。

41 

者
叫
怖
に
自
家
の
所
有
地
を
小
作
人
に
賃
貸
す
ゐ
の
地
位
に
立
て
る
中
統
以
上
の
地
主
の
利
鈍

を
示
ぜ
る
の
貨
な
を
に
非
常
/
。
悲
し
、
我
闘
の
れ
公
定
地
償
及
び
地
粗
は
明
治
の
初
年
・
・
地
組
制
定

の
賞
時
に
於
け
る
耕
地
の
純
牧
穫
を
傑
態
と
し
て
算
定
せ
ら
れ
北
ゐ

ιの
い
恥
し
て
大
館
上
誕

嘗
時
じ
於
け
る
小
作
料
と
機
衡
を
保
〈
る
の
品
川
あ
ん
〆

O

而
し
て
小
作
料
は
概
わ
い
自
・
出
競

t

争
に

耕
地
盤
線
の
方
針
陀
鈎
ず
る
一
疑
織

a

九

日

五

日



.{.iT， 

耕
地
強
制
喝
の
方
針
作
紘
一
封
ず
る
ご
蹴
鶏

依
f

り
て
決
定
せ
ら
れ
ホ
ー
し
て
習
慣
に
文
配
せ
ら
み
t
h

の
紙
み
よ
ソ
。
装
結
果
、
今
日
、
耕
地
経
絡
跡
的

の
一
大
鑓
ル
怖
を
殺
せ
る
地
方
に
於
て
畑
地
の
小
作
料
は
米
闘
の
小
作
料
よ

b
も
…
般
に
誌
だ

低
く
、
五
日
人
が
郷
息
地
方
仁
就
て
調
査
す
る
所
仁
織
れ
ば
滋
例
後
者
の
前
者
よ
よ
り
高
金
乙
と
一
一
…

一日点目一

h 

~ 

p : • • ~ラ
e、

剤
治
宝
七
八
割
に
し
て
平
均
五
割
を
体
外
ず
る
の
布
様
な
1
9
0

が
出
向
ほ
自
然
経
絡
の
放
線
仁
筏
る
の
今
日
、
土
地
耕
作
の
純
牧
強
と
総
牧
議
と
を
疋
憾
に
比
磁

算
窓
ず
る
は
蹴
る
難
事
に
溺
ず
と
総
省
、
大
織
上
よ
ー
っ
之
を
推
算
す
れ
ば
純
牧
議
の
鮎
に
於
て

発
悦
M
q

コ
h

話
可
寸
品
〉
祇
必
訟
寸
〉
し
、
、

R
υ
L
J

Z
G
I
'
v
e
H
A
D
-
u
s
a
u
d
7・4
右
右
/

は
格
闘
は
符
ほ
畑
地
に
議
ら
ポ
ノ
、
地
方
仁
依

6
て
は
其
純
牧
議
畑
地
の
上
に
在
る
の
紋
あ
J

り。

加
ふ
る
に
米
国
の
小
作
料
は
遜
例
殺
納
な
る
の
結
果
と
し
て
地
主
に
取
J

り
て
号
潟
、
文
叉
小
作

人
に
取
J

り
て
名
其
取
立
及
ば
納
入
畑
地
小
作
料
よ

6
4
符
易
且
つ
便
利
な
る
の
紫
あ
ん

J
O

《位

九'.'t.":\\~克草翠曹宮室手持

て
其
滞
納
亦
割
合
に
少
な
母
唱
の
、
如
し
。
ゑ
に
於
て
わ
純
状
袋
の
紡
に
於
て
は
凶
刺
の
問

敢
て
差
別
な
し
iι

ず
る
‘
号
、
地
主
の
潟
に
は
総
聞
の
小
作
料
枚
入
は
畑
地
の
牧
入
よ
1

り
も
議
仁

磁
貨
な
る
を
得
ゐ
乙
之
、
鋳
る
。
約
問
増
加
の
地
主
の
潟
仁
有
利
な
る
乙
之
俊
文
多
内
誌
を
要

せ
歩
し
て
切
な

bo

況
ん
や
、
慌
捌
間
的
勢
カ
の
結
果

t
し
て
共
小
作
料
の
一
般
に
畑
地
小
作
料

よ
1
9
唱
高
率
な
る
の
傾
あ
る
じ
於
て
を
や
。

;JJそう， r:~. 

』上

総

介

f認

蹴叶

(
業
閥
)

T
i
 

-
-r位

'

部

秀

助

鴎

身

K
代
へ
て
主
J
U
ι

思
ふ
一
日
…
河
武
士
の
鎗
先
に
て
徳
川
の
天
下
は
つ
く
ら
れ
北

b
t
一
五
ふ
は

一
一
淑
な
合
仁
あ
ら
ね
ど
、
二
〉
然
か
宅
徳
川
初
期
の
財
政
に
し
て
設
闘
な
ら
公
ら
ん
に
は
、
い
か
で

か
世
は
葵
の
天
下
と
な
ム
ソ
得
ぺ
を
ぞ
、
皆
て
お
が
も
し
の
局
円
滑
夜
は
や
め
て
絞
ら
し
き
も
の
の

み

8
3
れ
よ
」
と
古
び
し
折
に
、
家
康
は
之
れ
を
叱
よ
リ
て
「
後
世
子
孫
の
末
々
ま
で
積
み
置
さ
て
倒

用
の
不
足
無
か
ら
し
め
ん
が
潟
に
、
一
衣
営
が
も
あ
だ
に
は
せ
ぬ
ぞ
し
と
訟
を
聞
か
せ
し
と
か
や
、
此

者
離
が
深
謀
議
慮
の
程
乙
そ
、
や
似
て
は
一
一
一
百
年
の
治
を
つ
く
・
0
北
れ
、
商
し
て
、
徳
川
初
期
の
財

政
上
に
彼
が
股
肱
と
し
て
少
わ
ら
ぬ
貢
献
を
な
せ
し
も
の
を
、
大
久
保
長
安

trn
後
藤
庄
一
一
一
郎

E

な
す
。
(
二
)

甲
州
は
品
目
時
上
F
n
J

採
鎖
冶
金
の
術
も
て
有
名
な
1

り
、
彼
の
本
多
依
彼
自
リ
が
大
阪
城
の
燥
機
を

州
制

e

抜
か
ん
が
矯
め
、
此
闘
よ
i
リ
熟
練
な
る
鎖
夫
を
多
く
招
き
寄
せ
し
乙
之
な
t

り
、
而
し
て
巨
流
出
演
は
資

上

総

介

思

瀞

ー

ご

忠

一

品


